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令和３年度 札幌市西区生活支援体制整備事業活動報告 

【生活支援体制整備事業】 

～第１層の取組～ 

 〇西区生活応援ボランティアグループの活動 

  令和３年度は新型コロナウィルスの影響により、毎月開催していた西区生 

活応援ボランティアグループの活動が行えませんでした。 

  令和４年度は、新規活動者の養成を含め、活動を再開し生活支援ボランテ 

ィアの推進を進めてまいります。 

 

 〇西区生活支援ボランティア養成 

  令和元年度については、地域包括支援センターごとに３回の養成講座を開 

催しましたが、令和２年度、令和３年度については、区域での開催となりま 

した。 

  今年度は、令和３年１２月１４日にボランティア入門研修し、その中で 

「身近な地域で広げる支え合い活動」として、各種ボランティア活動に加 

え、生活支援体制整備事業の活動及び西区生活応援ボランティアグループに 

ついて説明しました。 

  令和４年度については、各エリアで養成講座を開催し、生活応援ボランテ 

ィアグループへの参加を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇西区生活支援体制整備事業第１層協議体 

令和３年度は、集合型での開催の実施はなく、本報告を行うのみとなりま 

した。令和４年度は、集合型等で協議体を実施し、各団体との情報共有及び 

連携強化に努めてまいります。 

 

  



- 2 - 

 

〇第２層生活支援推進員との連携 

  第１層生活支援コーディネーターと第２層生活支援推進員については、基 

本的には、毎月「西区コーディネーター連絡会」を開催し、事業進捗状況の 

確認や今後の取組方針についての確認を実施いたしました。また、必要の都 

度連携を図り、活動を進めました。 

  

 

～第２層の取組～ 

① 西区生活支援体制整備事業広報誌「つなぐぅ」の作成 

西区での本事業の取り組みをまとめた広報誌「つなぐぅ」を作成しました。

おおよそ季節ごとに発行し、令和３年度は４回発行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 西区第１包括エリア 

（八軒地区、琴似二十四軒地区、山の手地区、八軒中央地区） 

 

〇八軒地区での取組 

令和３年１０月より「まわし読み新聞」の取組を開始しました。 

この取組は「気になる！」「面白い！」という記事を持ち寄り、記事を要  

約し発表します。そして、なぜ選んだかをグループで語り、意見交換を行い 

ます。最後に、それぞれの記事を張り合わせ一枚の用紙にまとめ、グループ 

ごとに発表を行います。 

この取組は、地域の新聞販売店や八軒地区福祉のまち推進センター（以下 

八軒福まち）と協力しながら、第２層生活支援推進員が中心となり進めまし 
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た。令和４年度からは八軒福まちの主催事業として継続実施されることとな 

っており、取り組みが長く続くよう支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇山の手地区での取組 

 令和３年度は三角山の麓の単位町内会を対象に、地域の方々から地域の現 

状や特徴、課題などの意見を聞く協議体を開催しました。 

 協議体では、地域特性として坂道が多いことから買い物支援の必要や、除 

雪車が入ることができない道路の除雪について課題として挙げられたほか、 

地域資源についても意見が出されました。 

 その中で、山の手高校ラグビー部の寮が対象町内会にあるため、除雪ボラ 

ンティアをお願いできないかということとなり、山の手高校ラグビー部と町 

内会の調整を行い、山の手高校ラグビー部及び野球部の協力のもと令和４年 

２月５日に、ボランティア除雪を実施しました。 

 また、買い物支援については移動スーパーの誘致を検討しております。 
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③ 西区第２包括エリア（西町地区、西野地区） 

 

〇西町地区宮の沢町内会での取組 

   西町地区の宮の沢町内会にて、令和３年８月５日と令和３年１１月３０

日の２回にわたり、協議体を開催しました。 

  令和２年度から課題として挙がっていた買い物支援について、宮の沢町内 

会の中で２カ所実施しており、買い物支援だけでなく地域のつながりの場

として活用されております。 

   また、今後地域内での助け合い活動を促進していくための取組について

意見が出され、今後は助け合いのグループ結成に向け話し合いを進めてい

くこととなっています。 

  

〇西野地区福井での取組 

   西野地区福井にて、「生活支援情報MAP～お買い物編～」を作成しまし 

た。この地区では移動スーパーが巡回しており、その販売場所等について

記載しております。 

   今後、西野地区内の西野、昭和についてもマップを作成予定です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 西区第３包括エリア（発寒北地区、発寒地区） 

  

〇発寒北地区発寒団地町内会での取組 

   発寒団地町内会では近隣の商店が閉店したことで、買い物に困る方もい

るとの声が聞かれました。そこで、買い物支援をテーマとした協議体を開
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催し、町内会の役員の方々を中心に、移動スーパーの誘致等についてご意

見をお聞きしました。 

   公営団地への移動スーパーの誘致に際して、単純な営利活動では導入は

難しいため、地域の交流の場、支え合い活動の場として活用できるかどう

かがポイントとなりました。 

   2回の話し合いの結果、発寒団地町内会役員が中心となり、主に高齢者

の買い物の荷物運び等の支援を行うこと、買い物の場を見守り活動及び交

流の場とすることとし、移動スーパーを誘致しました。 

  今後は、移動スーパーでの買い物の場で健康体操を行うなど、さらに活動

を広げていければと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発寒地区での取組 

令和３年度の発寒地区での取組として、地区内で比較的傾聴ボランティ

アの依頼が多いことから、ボランティア養成の取組を行っていくこととし

ました。 

介護予防センターと協力し、介護予防センター主催の運動教室参加者

へ、ボランティア活動に興味があるか、アンケート調査を行うなど、ボラ

ンティア養成に向け取り組みを進めました。 

アンケート結果をもとにボランティア養成講座の開催を予定しておりま

したが、新型コロナウィルスの影響で令和３年度内に講座の開催ができな

かったため、令和４年度に養成講座を実施し、傾聴ボランティアを含めた

助け合い活動を行うグループの立ち上げに向け、支援を行っていきます。 
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Ｒ4.3.31 社会福祉法人札幌市西区社会福祉協議会  

第１層生活支援コーディネーター作成 

 


